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【
文
京
・
書
記
・
永
堀
瑞
樹
通

信
員
】
4
月
7
日
〜
8
日
、
栃
木

県
日
光
市
鬼
怒
川
観
光
ホ
テ
ル
に

て
、
72
人
の
参
加
で
第
65
回
支
部

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

経
過
報
告
で
青
年
部
が
休
止
し

て
い
る
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
青

年
層
が
事
業
所
に
多
く
所
属
を
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
運
動
方
針
で

事
業
所
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
青

年
対
策
に
繋
が
る
と
し
ま
し
た
。

分
会
代
議
員
か
ら
「
法
定
福
利

費
確
保
は
町
場
じ
ゃ
通
用
し
な

い
」
「
賃
上
げ
運
動
の
停
滞
は
昔

と
今
と
で
は
や
り
方
が
変
わ
っ
て

い
る
か
ら
」
「
本
部
費
の
増
額
分

は
何
に
使
わ
れ
る
の
か
」
「
組
織

再
編
を
し
た
場
合
何
が
得
ら
れ
る

の
か
」
と
い
っ
た
意
見
・
質
問
が

出
さ
れ
て
討
議
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
委
員
長
が
交
代
し
、

新
た
な
体
制
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
行
な
い
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
磯
貝
正
昭
。
副
委
員
長

・
奥
村
歳
久
、
大
谷
隆
司
、
伊
関

伸
二
、
菅
原
学
。
書
記
長
・
吉
川

豊
。
書
記
次
長
・
野
本
章
平
。

足立、荒川、葛飾、文京、台東

組合在籍50年表彰を受けた笹谷さん（左）と東方さ
ん（右）、中央は大谷委員長（文京）

【
足
立
・
書
記
・
浪
江
紀
之
通

信
員
】
4
月
8
日
、
足
立
支
部
第

65
回
定
期
大
会
が
連
合
会
館
に

て
、代
議
員
2
1
7
人
、特
別
代
議

員
38
人
、来
賓
8
人
、総
計
2
6
3

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
武
藤
委
員
長
が
1
年
間

の
活
動
の
御
礼
と
6
月
分
か
ら
の

組
合
費
1
0
0
円
値
上
げ
に
対
す

る
お
願
い
を
述
べ
ま
し
た
。

分
会
報
告
で
は
、
さ
く
ら
分
会

の
猪
狩
分
会
長
か
ら
、
後
継
者
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
ま
ず

は
身
近
に
い
る
同
年
代
の
仲
間
に

『
イ
ベ
ン
ト
や
支
部
行
事
に
行
か

な
い
か
』
と
声
を
か
け
た
」
と
世

話
焼
き
活
動
が
実
を
結
ん
だ
旨
を

報
告
し
、
花
保
分
会
の
黒
沼
仕
事

対
策
部
長
か
ら
は
、
住
宅
デ
ー
が

「
子
育
て
世
代
が
集
ま
る
住
宅
デ

ー
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
武
藤
彰
。
副
委
員
長
・

村
上
勇
、
波
平
永
、
真
木
泰
久
、

村
山
博
司
、
伊
嶋
進
。
書
記
長
・

早
川
勝
久
。
書
記
次
長
・
奥
田
八

志
、
大
久
保
努
、
栗
原
知
也
、
本

多
伸
行
。

【
三
鷹
武

蔵
野
・
書
記

・
奥
村
研
一

通
信
員
】
4

月
8
日
、
三

鷹
市
公
会
堂

さ
ん
さ
ん
館

に
お
い
て
、

三
鷹
武
蔵
野

支
部
第
4
回

定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し

た
。基

調
報
告

は
組
織
拡
大

で
増
勢
を
勝
ち
取
っ
た
経
過
や
、

オ
ー
ル
市
民
の
会
の
活
動
、
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
・
土
建
国
保
を
守
る

運
動
の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
強
調
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
方
針
提
案
で
は
、
さ
ら
な

る
組
織
の
拡
大
強
化
の
課
題
を
柱

に
組
合
員
と
家
族
の
仕
事
と
暮
ら

し
を
守
る
産
業
対
策
・
社
会
保
障

対
策
な
ど
、
各
分
野
の
諸
課
題
を

提
案
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
科
会
は
9
つ
に

分
か
れ
、
専
門
部
ご
と
に
討
議
し

ま
し
た
。
全
大
会
で
は
、
各
専
門

部
長
が
分
科
会
報
告
を
行
な
い
、

質
疑
の
後
、
全
体
会
・
分
科
会
・

予
算
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
谷
口
前
副
委
員
長
よ

り
退
任
の
挨
拶
、
島
村
新
副
委
員

長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
と
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

新
4
役
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り

で
す
。
委
員
長
・
金
子
昭
二
。
副

委
員
長
・
島
村
新
、
麻
生
嶋
初
枝
、

牧
野
照
彦
、
吉
田
幸
仁
、
渡
辺
義

久
、
髙
橋
公
二
。
書
記
長
・
矢
内

雅
之
。
書
記
次
長
・
佐
々
木
建
、

荒
木
大
輔
、
永
原
蔵
人
。

【
葛
飾
・

書
記
・
沼
美

幸
通
信
員
】

4
月
8
日
、

葛
飾
支
部
第

65
回
定
期
大

会
が
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
葛
飾

に
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
代

議
員
・
特
別

代
議
員
・
来

賓
を
含
め
て

1
5
2
人
で

し
た
。

2
0
1
7
年
度
中
に
話
し
合
い

を
行
な
い
、
分
会
再
編
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
協
議
が
続
い
て
い

る
地
域
は
引
き
続
き
話
し
合
い
を

行
な
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
合
併
を
し
て
も
役
員
や
若

手
の
不
足
に
つ
い
て
の
悩
み
は
残

り
ま
す
。
群
、
分
会
の
欠
員
だ
け

で
な
く
、
支
部
役
員
の
欠
員
を
解

消
す
る
こ
と
も
急
務
で
す
。
2
0

1
8
年
度
は
若
手
の
分
会
行
事
へ

の
参
加
を
促
す
べ
く
、
助
成
金
を

新
た
に
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
後
継
者
世
代
の
集
ま
り
を
開

き
、
申
請
す
る
と
、
年
に
1
回
3

万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
阿
久
津
正
。
副
委
員
長

・
千
葉
修
央
、
土
屋
忍
、
細
貝
文

洋
、
益
子
栄
治
。
書
記
長
・
小
藤

隆
之
。
書
記
次
長
・
川
崎
輝
史
、

滝
沢
敬
二
、
山
屋
英
。

【
調
布
・
書
記
・
山
本
晃
通
信

員
】
調
布
支
部
は
第
57
回
定
期
大

会
を
4
月
15
日
、
調
布
市
文
化
会

館
た
づ
く
り
12
階
大
会
議
場
で
行

な
い
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は

96
人
（
来
賓
17
人
）
で
し
た
。

大
会
に
市
議
会
主
要
会
派
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
近
年
の

市
に
対
し
て
の
運
動
が
実
っ
た
と

と
も
に
、
2
0
1
7
年
度
の
活
動

の
成
果
と
し
て
憲
法
学
習
会
を
通

年
し
て
行
な
え
た
こ
と
等
を
報
告

し
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
度
は
公

契
約
条
例
制
定
の
下
地
づ
く
り
を

支
部
内
で
整
え
て
い
く
等
を
重
点

方
針
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

討
議
で
は
代
議
員
か
ら
質
問
や

意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
、
支
部
の

来
年
度
の
方
針
を
満
場
一
致
で
承

認
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
佐
藤
眞
理
子
。副
委
員
長

・
横
山
秀
夫
、
川
口
敏
彦
。
書
記

長
・
木
藤
鎮
男
。
書
記
次
長
・
相

川
隆
司
、
長
谷
川
義
昭
、
山
本
晃
。

【
荒
川
・
書
記
・
金
史
樹
記
】

4
月
15
・
16
日
に
磯
部
ガ
ー
デ
ン

に
て
10
年
ぶ
り
の

1
泊
大
会
を
83
人

の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

新
年
度
方
針
で

は
執
行
部
の
提
案
に
対
し
て
参
加

者
か
ら
は
、
「
教
育
宣
伝
部
員
の

機
関
紙
製
作
に
掛
か
る
負
担
が
大

き
く
、後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
。

通
信
員
制
度
に
も
っ
と
予
算
を
増

や
し
て
、
寄
稿
に
対
す
る
行
動
費

を
引
き
上
げ
て
寄
稿
が
増
え
る
方

針
に
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。

賃
金
・
労
働
対
策
分
科
会
で
は
、

公
契
約
条
例
の
認

知
度
が
ま
だ
ま
だ

低
く
運
動
の
前
進

に
は
組
合
員
へ
の

理
解
を
広
げ
る
、

仕
事
対
策
で
は
住
宅
デ
ー
で
の
包

丁
の
研
ぎ
手
不
足
解
消
を
ど
う
す

る
の
か
、
社
会
保
障
対
策
で
は
要

請
は
が
き
の
必
要
性
の
理
解
を
広

げ
な
い
と
書
い
て
も
ら
え
な
い
な

ど
、
色
々
な
課
題
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
た
有
意
義
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
津
田
宗
久
。副
委
員
長
・

五
箇
谷
日
出
雄
、薄
井
章
、五
十
嵐

信
雄
。
書
記
長
・
船
橋
賢
一
。
書

記
次
長
・
姫
路
直
樹
、
吉
田
和
馬
。

【
台
東
・
書
記
・
吉
田
啓
一
通

信
員
】
第
61
回
定
期
大
会
を
4
月

8
日
に
台
東
区
民
会
館
で
役
員
・

代
議
員
・
特
別
代
議
員
57
人
と
来

賓
10
人
で
開
催
し
ま
し
た
。

遠
藤
委
員
長
か
ら
、
3
年
連
続

し
て
組
織
人
員
の
増
勢
を
勝
ち
取

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
拡
大
行
動

に
参
加
し
た
仲
間
に
感
謝
し
、
今

年
8
月
に
台
東
支
部
が
60
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
盛
大
に
祝
う

と
と
も
に
、
4
年
連
続
し
て
組
織

人
員
を
増
勢
さ
せ
よ
う
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
の
運
動
の
重
点

と
し
て
、
低
賃
金
・
低
単
価
構
造

の
解
消
を
目
指
し
、
現
場
訪
問
と

公
契
約
条
例
制
定
運
動
の
枠
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
勝
利
判
決

と
な
っ
た
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

の
補
償
基
金
制
度
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
採
択
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
遠
藤
秀
明
。
副
委
員
長

・
齊
藤
誠
、
小
澤
茂
通
、
福
田
俊

昭
、
寺
山
邦
裕
。
書
記
長
・
松
村

健
司
。
書
記
次
長
・
深
谷
隆
行
。

【
狛
江
・

書
記
・
牧
岡

善
隆
記
】
狛

江
支
部
で
は

4
月
8
日
、

支
部
会
館
で

第
48
回
定
期

大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

全
体
で
89
人

（
来
賓
11
人
、

代
議
員
46

人
、
特
別
代

議
員
23
人
、

委
任
状
9

通
）
の
参
加
の
も
と
、
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。
来
賓
で
、
本
部
の
渡

辺
副
委
員
長
、
渡
邊
常
任
中
執
、

市
議
、
地
域
団
体
な
ど
が
参
加
さ

れ
、
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
大
会
は
本
会
議
で
財
政
質
問

が
出
ま
し
た
が
、
運
動
面
に
つ
い

て
は
分
散
会
で
の
活
発
な
議
論
が

あ
り
、
法
定
福
利
費
確
保
、
社
保

未
加
入
の
問
題
、
絶
対
的
に
建
設

業
者
が
減
少
し
、
拡
大
対
象
者
の

情
報
集
め
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る

な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
支
部
再
編
の
話
が
出
て
い

る
の
で
、
早
急
に
1
5
0
0
人
支

部
を
作
り
、
2
年
後
に
控
え
た
50

周
年
を
祝
お
う
と
決
意
し
ま
し

た
。新

4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
宗
像
勇
。
副
委
員
長
・

塩
野
昌
一
、
田
波
和
也
、
中
村
剛
、

星
勝
。
書
記
長
・
牧
岡
善
隆
。
書

記
次
長
・
小
田
井
穣
。

１０
年
ぶ
り
一
泊
大
会

荒
川
は
機
関
紙
製
作
も
議
論

事
業
所
か
ら
青
年
を

文
京
は
磯
貝
新
委
員
長
に

豊
か
な
経
験
を
交
流

再編協議は続ける

足
立
は
値
上
げ
を
提
案

東部ブロック東部ブロック

葛飾は後継者対策強調

６０
周
年
も
組
織
増
勢

台
東
は
産
業
対
策
重
点
に

多
摩
東
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
東
ブ
ロ
ッ
ク
三
鷹
武
蔵
野

狛
江
、
調
布

１５００人支部をめざす
狛江は２年後の５０周年へ

仕事と暮らしを守る
拡大強化の三鷹武蔵野

運
動
が
実
っ
た
調
布

公
契
約
の
下
地
を
整
え
る


